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盟)m=kG BTTkcz/(Ac(.7)ilk.yg)(21:/監;Cア‰ 25"i?)/LTc2FTO･0^768i三食 碧 憲 法 語 ,-yT贈
る.N'(0)TC/N(0)-Tc/TFであり,重い電子系の超伝導体においてはTc/TF-0.1-0.01といわれ
ているので,Tlasym～0･1と見積もることができる･このときには購l～10が要求されるが,これは
それほど現実離れした値ではないと考えられる.
結論として,いままで述べてきたメカニズムによって非ユニタリ状態が安定化される条件は(i)
Fermi面近傍での電子一正孔非対称が大きく,(i)磁気的には強磁性体に近いということになる.この
メカニズムはESP(equalTSpinpairing)状態が非ユニタリになるための1つモデルであるが,実際の
UPt3ではどのようになっているかは不明である.
4.おわりに
Upt3の相図は現象論のレベルでは2らの秩序変数とGL理論で微分の項を通して2つの秩序変
数が結びつか率いという条件を満たせばほぼは説明できると思われる.一方,対形成のための引力の
起源や引力のスピン軌道相互作用の大きさ(Blountの理削 6】とのからみ)などは､困難な課題のま
ま残り続けている.
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